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春
秋
公
羊
伝
に
於
け
る
孟
子
の
影
響

横
　
　
畑

茂
　
　
明

は
じ
め
に

　
所
謂
「
春
秋
学
」
と
は
、
『
春
秋
』
と
い
う
史
書
を
単
な
る
史
書
と
し
て
ば
見
ず
、
そ
の
中
に
孔
子
の
微
言
大
義
を
見
出
だ
そ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
『
春
秋
』
の
中
に
孔
子
の
「
義
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
『
論
語
』
に
『
春
秋
』

に
触
れ
た
箇
所
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
不
明
で
あ
る
が
、
で
は
孔
子
と
『
春
秋
』
を
結
び
つ
け
た
「
春
秋
学
」
は
何
処
に
由

来
す
る
か
、
と
言
え
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
淵
源
は
孟
子
に
由
来
す
る
。

ω
孟
子
日
…
…
世
当
道
微
、
邪
説
暴
行
有
作
。
臣
斌
墨
画
者
有
之
、
子
殺
華
墨
者
有
之
。
孔
子
県
警
春
秋
。
春
秋
天
子
年
三
也
。
是
故

　
孔
子
日
、
知
聖
者
理
趣
春
秋
乎
、
罪
我
者
其
惟
春
秋
乎
。
…
…
昔
者
禺
抑
洪
水
而
天
下
平
。
周
公
兼
懸
垂
駆
猛
獣
而
百
姓
寧
。
孔
子

　
成
春
秋
而
乱
子
賊
子
催
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
子
・
三
文
三
下
）

②
孟
子
日
、
王
者
之
　
革
茸
詩
題
、
詩
亡
、
然
後
春
秋
作
、
晋
之
乗
、
楚
之
樽
机
、
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
則
斉
桓
晋
文
、
其
文
則

　
史
。
孔
子
日
や
其
義
則
丘
霧
取
之
癸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
尽
心
下
）

③
孟
子
日
、
春
秋
無
義
戦
、
彼
善
於
此
則
有
之
　
。
唱
征
者
上
伐
下
帯
、
敵
国
不
相
征
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
尽
心
下
）

　
孟
子
が
『
春
秋
』
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
は
、
右
の
三
章
の
み
で
あ
る
。
こ
の
三
章
、
特
に
前
二
章
こ
そ
が
、
孔
子
と
『
春
秋
』
と

を
結
び
つ
け
、
後
世
の
「
春
秋
学
」
成
立
の
背
景
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
『
春
秋
』
が
五
経
の
一
と
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し
て
認
め
ら
れ
、
「
春
秋
学
」
が
確
立
す
る
の
は
、
立
代
に
ま
で
下
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
二
代
に
ま
で
至
れ
ば
、
す
で
に

　
『
春
秋
』
は
そ
れ
一
箇
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
べ
、
公
羊
・
穀
梁
・
左
氏
の
三
伝
を
伴
っ
て
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
義
」
を
唱

え
る
に
至
る
。

　
三
伝
中
で
「
翼
翼
大
義
」
を
説
く
に
最
も
切
で
あ
る
の
が
春
秋
公
羊
伝
で
あ
る
。
そ
し
て
、
孟
子
の
春
秋
説
と
の
類
似
も
ま
た
言
わ

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る
所
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
公
羊
伝
と
孟
子
と
の
比
較
に
よ
り
、
両
者
の
関
係
、
具
体
的
に
は
公
平
冠
に
於
け
る
孟
子
の
影
響
が
何

■
如
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
公
羊
伝
の
思
想
が
何
処
よ
り
来
た
る
も
の
か
、
と

い
う
問
題
に
も
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。

　
孟
子
の
春
秋
説
は
、
前
に
挙
げ
た
三
章
の
み
で
あ
る
。
中
で
も
第
一
の
所
謂
「
公
都
子
章
」
に
、
そ
の
春
秋
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
の
部
分
は
、
、
楊
朱
・
墨
習
ら
の
邪
説
が
天
下
に
満
ち
て
い
る
今
、
そ
れ
ら
に
対
抗

で
き
る
の
は
、
先
王
の
道
、
孔
子
の
道
を
継
ぐ
自
分
を
措
い
て
他
に
い
な
い
、
と
の
孟
子
の
自
負
を
表
す
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る

表
現
で
あ
る
。
臣
や
子
が
君
や
父
を
斌
す
る
よ
う
な
乱
世
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
孔
子
は
『
春
秋
』
に
よ
っ
て
こ
の
乱
世
を
正
そ
う
と
し
た
ゆ

そ
の
業
績
は
、
古
の
禺
や
周
公
に
も
比
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
　
『
春
秋
』
に
よ
っ
て
、
世
の
乱
臣
賊
子
は
看
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

『
春
秋
』
の
意
義
は
乱
世
を
済
う
こ
と
に
あ
る
、
と
す
る
の
が
孟
子
の
立
場
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
何
故
に
『
春
秋
』

に
よ
っ
て
乱
臣
賊
子
が
馨
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
天
子
申
事
」
で
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。
禺
が
、
舜
を
助
け
て
「
天
下
平
」

の
事
業
を
行
い
、
周
公
が
成
王
を
補
佐
し
て
「
百
姓
寧
」
の
事
業
を
行
っ
た
の
と
同
様
に
、
孔
子
に
於
け
る
『
春
秋
』
も
、
本
来
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
、
孔
子
が
代
行
し
た
の
で
あ
る
。
本
来
天
子
の
事
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
乱
臣
賊
子
は
催
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
公
羊
伝
の
春
秋
観
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
時
代
認
識
に
於
い
て
は
公
羊
伝
で
は
屡
々
「
上
に
天
子
無
く
、
下
に
方
伯

　
　
　

無
し
」
と
称
し
て
い
る
。
　
「
世
衰
え
道
具
か
」
な
る
世
と
考
え
る
孟
子
と
基
本
的
に
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
公
羊
伝
の
春
秋

観
を
最
も
良
く
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
予
予
十
四
年
伝
、
公
羊
学
の
後
序
と
も
言
う
べ
き
三
章
を
見
て
み
た
い
。
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‘
君
子
掲
為
重
春
秋
。
揆
乱
世
反
壁
塗
、
莫
古
塁
春
秋
。
即
未
知
其
為
筆
削
、
其
諸
君
子
車
道
冤
罪
遠
道
與
。
末
不
発
欝
乎
発
言
之
知

君
子
也
。
制
春
秋
之
義
以
倹
後
聖
。
四
君
子
三
三
亦
有
楽
三
三
也
。

　
　
　
　
　

　
「
君
子
」
は
何
の
た
あ
に
『
春
秋
』
を
作
っ
た
の
か
。
そ
の
制
作
意
図
は
、
即
ち
「
揆
乱
反
正
」
に
あ
る
、
と
す
れ
の
が
公
羊
伝
の

立
場
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
「
世
衰
道
微
」
の
時
代
に
「
乱
臣
賊
子
」
を
催
れ
し
め
た
、
と
い
う
孟
子
の
春
秋
観
と
立
場
を
異
に
す

る
も
の
で
は
な
く
、
「
春
秋
よ
り
近
き
は
な
し
」
と
い
う
点
を
見
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
孟
子
よ
り
積
極
的
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
た
だ
、

こ
の
公
羊
伝
懸
章
を
検
討
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
せ
ら
れ
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
に
「
乱
世
を
機
め
、
こ
れ
を

正
に
反
す
に
、
春
秋
よ
り
近
き
は
な
い
」
と
積
極
的
に
述
べ
な
が
ら
、
続
い
て
「
未
だ
知
ら
ず
」
と
調
子
を
下
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
棲
乱
反
正
」
の
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
尭
舜
の
道
を
道
う
を
楽
し
」
ん
だ
た
め
な
の
か
。
「
未
だ
知
ら
ず
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

公
羊
伝
作
者
の
意
が
何
れ
に
あ
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
乙
こ
で
は
「
君
子
の
為
る
も
ま
た
、
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
有
る
を
似
て

な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
ハ
「
発
舜
の
道
を
道
う
を
楽
し
」
む
事
に
こ
そ
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
『
春
秋
』
の

「
二
面
反
正
」
の
功
は
認
め
な
が
ら
も
、
，
そ
の
第
一
の
制
作
意
図
は
h
春
秋
の
義
を
制
し
て
以
て
後
馬
を
倹
っ
」
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
、

と
い
う
の
が
公
羊
伝
翰
墨
の
考
え
で
あ
る
。
孟
子
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
両
者
の
差
異
は
ど
こ
か
ら
生

じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
筆
者
は
、
そ
れ
は
時
代
背
景
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
時
代
背
景
と
は
孟
子
の
活
動
し
た
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
期
と
、
公
羊
伝
聖
画
（
公
羊
伝
全
体
と
は
言
わ
ず
、
敢
え
て
末
章
の
み
を
言
う
か
）
の
成
立
時
期
と
の
差
異
で
あ
る
。

　
こ
の
章
の
「
末
不
亦
楽
玉
絹
舜
之
知
君
子
也
。
制
春
秋
以
侯
後
聖
。
以
君
子
之
為
亦
有
楽
乎
此
也
。
」
と
の
節
を
見
る
と
、
幾
つ
か

の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
ま
ず
「
発
舜
之
知
君
子
」
で
あ
る
が
、
何
休
に
依
れ
ば
「
発
舜
の
孔
子
制
作
を
為
す
を
知
れ
る
」
（
発
舜

之
知
孔
子
為
制
作
）
（
何
休
『
公
羊
古
楽
』
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
尭
舜
が
孔
子
の
春
秋
制
作
を
予
知
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
制
春
秋
面
罵
後
聖
」
の
「
後
聖
」
と
は
、
何
休
の
如
く
「
聖
漢
」
を
指
し
（
待
白
重
之
王
以
為
法
）
（
同
）
、
よ
し
ん
ば
「
聖

漢
」
と
解
さ
ず
、
何
休
に
従
わ
な
い
と
し
て
も
、
「
後
下
」
の
出
現
を
予
知
し
て
『
春
秋
』
が
制
作
さ
れ
た
、
と
い
う
予
言
的
色
彩
の

存
在
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
筆
者
は
、
こ
こ
は
何
休
の
如
く
「
聖
漢
」
を
指
し
、
こ
の
章
が
聖
母
思
想
に
基
い
て
成
立
し

て
い
る
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
哀
公
十
四
年
「
西
狩
獲
麟
」
の
伝
で
、
孔
子
が
顔
淵
・
漏
路
を
喪
っ
た
時
に
も
増
し
て
嘆
き
悲
し
み
、

「
吾
が
道
窮
ま
れ
り
」
と
絶
望
的
と
も
思
え
る
程
に
悲
観
的
で
あ
る
（
「
理
乱
反
正
」
が
実
行
で
き
な
か
っ
た
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「1
0
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一
転
し
て
「
君
子
の
為
る
も
ま
た
、
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
有
る
を
以
て
な
り
」
と
楽
観
で
き
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
章
の
制
作
者
の
眼

前
に
あ
る
王
朝
が
天
命
を
受
け
た
聖
な
る
王
朝
で
あ
る
と
（
屋
並
ほ
ど
は
っ
き
り
と
し
た
形
を
為
し
て
は
い
な
い
に
し
ろ
）
確
信
す
る

が
故
で
は
な
い
か
、
と
の
印
象
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
棲
乱
世
反
諸
正
」
の
語
も
、
．
ほ
ぼ
伺
様
の
語
（
「
擾
乱
世
反
転
正
」

　）
が
藁
筆
、
高
祖
の
設
を
議
す
る
文
中
に
見
ら
れ
る
。
佐
川
修
氏
は
こ
の
語
を
指
し
て
「
口
伝
と
し
て
の
公
羊
経
説
」
か
、
と
述
べ
て

　
　
　
　
　

お
ら
れ
る
が
、
寧
ろ
逆
で
な
な
い
か
、
高
祖
を
称
え
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
が
、
公
羊
伝
末
章
成
立
の
際
に
援
用
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。
い
さ
き
か
穿
ち
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
漢
初
の
可
成
り
早
い
時
期
か
ら
、
公
羊
家
の
説
（
そ
れ
も
春

秋
経
の
伝
言
で
は
な
く
、
そ
の
春
秋
観
）
が
人
口
に
膳
駕
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
王
の
道
が
衰
え
、
邪
説
が
横

行
す
る
世
に
、
独
り
「
以
て
三
聖
を
甘
く
者
」
（
以
承
三
聖
者
）
（
『
孟
子
』
記
文
公
下
）
を
自
負
し
た
孟
子
に
と
っ
て
は
、
『
春
秋
』

は
孔
子
が
乱
臣
賊
子
を
催
れ
し
め
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
く
て
も
、
眼
前
の
漢
朝
を
受
命
の
王
朝
と
信
じ
た
公
羊
幕
末
章
の
作
者

に
と
っ
て
は
、
単
な
る
過
去
の
効
能
で
あ
る
よ
り
も
、
後
世
の
聖
天
子
に
向
け
て
残
さ
れ
た
予
言
の
書
で
あ
っ
た
方
が
、
よ
り
価
値
を

高
め
る
と
思
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
時
代
背
景
の
差
異
と
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る

　
然
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
問
に
全
く
の
断
絶
が
あ
る
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
公
羊
伝
書
章
に
所
謂
「
発
舜
三
道
」
な
る
語

は
、
先
秦
諸
子
の
中
で
は
孟
子
が
最
も
頻
繁
に
用
い
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
孟
子
が
そ
の
理
想
を
説
く
際
に
用
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
公

至
言
末
章
に
於
い
て
も
そ
の
意
味
合
い
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
孟
子
に
は
公
羊
伝
と
同
様
の
「
発
光
の
道
を
楽
し
む
」
と

い
う
表
現
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
伊
サ
耕
於
有
華
之
野
、
而
楽
発
議
之
道
。
…
…
日
、
我
何
以
湯
之
聰
幣
為
哉
。
日
豊
若
庭
駄
畝
掌
中
、
由
是
聖
楽
発
舜
之
道
哉
。
湯

　
三
尊
往
聰
之
。
既
而
幡
然
改
日
、
章
草
庭
駄
畝
之
中
、
言
挙
至
楽
発
舜
之
道
、
吾
山
豆
若
鷺
是
君
自
発
舜
之
君
哉
。
吾
山
豆
駆
使
是
民
為

　
三
三
三
民
哉
。
我
山
回
若
於
吾
三
親
見
回
哉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
子
・
万
章
上
）

　
伊
サ
は
湯
の
懇
請
を
受
け
て
、
「
吠
畝
之
中
」
で
主
宰
の
道
を
楽
し
む
こ
と
よ
り
も
、
湯
を
「
尭
舜
之
君
」
と
為
す
た
め
に
出
盧
を

決
意
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
節
を
見
る
な
ら
ば
、
「
発
電
の
道
を
楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と

と
は
逆
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
春
秋
』
の
制
作
と
い
う
事
業
も
ま
た
、
政
治
の
表
舞
台
の
行
為
で
は
な
い
。
同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、

一1
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春
秋
の
制
作
者
も
同
じ
く
発
舜
の
道
を
楽
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
が
、
湯
と
出
会
っ
た
伊
サ
と
は
異
な
り
（
仁
乱
漫
が
捕
ら
え
ら
れ
る
世

で
あ
る
か
ら
）
、
「
三
聖
」
を
倹
た
さ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
公
羊
伝
聞
章
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
公
羊
伝
の
後
序
と
も
言
う
べ
き
末
章
の
考
え
方
は
、
基
本
的
に
は
「
掻
乱
世
反
昏
夢
」
と
い
う
こ
と
か
ら

も
「
楽
道
尭
舜
七
道
」
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
も
、
孟
子
と
大
き
く
隔
た
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

力
点
の
置
き
方
が
、
公
奥
伝
に
於
い
て
は
「
揆
乱
世
反
諸
正
」
よ
り
も
「
楽
尭
舜
世
道
」
の
方
に
よ
り
大
き
く
置
か
れ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
は
時
代
背
景
の
違
い
聖
漢
思
想
や
予
言
的
思
想
の
影
響
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
違
い
と
考
え
る
こ
と
で
解
釈
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
但
、
こ
の
公
羊
伝
末
章
に
つ
い
て
は
、
公
羊
伝
全
体
か
ら
見
て
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
孟
子
と
の
関

連
を
推
測
さ
せ
る
例
と
し
て
挙
げ
た
「
発
舜
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
孟
子
が
理
想
の
聖
天
子
と
し
て
称
え
る
尭
舜
に
つ
い
て
、
公
羊
伝

で
は
、
こ
の
末
葉
を
除
く
と
一
例
も
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
公
羊
伝
が
理
想
の
存
在
と
す
る
の
は
一
貫
し
て
文
勢
で
あ
る
。

　
三
文
王
三
体
、
守
三
王
之
法
度
。
三
王
三
法
無
三
三
求
、
故
世
説
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
公
九
年
・
公
羊
伝
）

　
右
の
よ
う
に
、
『
春
秋
』
は
覇
王
の
国
体
を
継
承
し
、
文
王
の
定
め
た
法
度
を
循
守
す
る
こ
と
を
規
準
と
し
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の

を
認
る
、
と
い
う
の
が
公
羊
伝
の
立
場
で
あ
り
、
発
舜
の
名
を
挙
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
宋
嚢
公
が
泓
水
で
楚
に
敗
れ
た
、
所
謂
「
宋

嚢
の
仁
」
を
、
公
羊
伝
は
独
り
「
偏
戦
」
と
し
て
賞
賛
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
も
「
以
為
錐
文
夕
蝉
戦
厚
手
過
此
也
。
」
　
（
僖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
二
十
二
年
公
三
三
）
と
、
文
王
こ
そ
が
理
想
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
『
春
秋
』
は
あ
く
ま
で
も
周
王
朝
の
世
の
史
書
で
あ
り
、
公
羊
伝
は
そ
の
伝
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
尭
舜
の
名
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
対
し
て
そ
の
楽
章
の
後
序
と
も
言
う
べ
き
性
格
か
ら
見
て
も
、
尭
舜
の
名
を
持

ち
出
す
こ
と
に
不
都
合
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
唐
突
の
感
を
拭
え
な
い
。

　
さ
ら
に
唐
突
の
念
を
感
じ
る
の
は
、
そ
の
直
前
、
哀
公
十
四
年
伝
文
と
の
繋
り
で
あ
る
。
獲
麟
を
聞
い
た
孔
子
の
嘆
き
は
窮
ま
り
が

無
い
。

　
孔
子
日
、
敦
為
来
哉
、
敦
為
来
哉
。
反
挟
華
華
涕
沽
抱
。
古
淵
死
、
子
日
、
億
、
県
税
予
。
子
路
死
、
子
日
、
億
、
天
祝
月
。
西
狩
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獲
麟
、
孔
子
日
、
吾
道
窮
　
。

　
孔
子
の
嘆
き
は
、
顔
淵
・
子
路
を
失
っ
た
時
に
も
比
す
べ
き
、
い
や
寧
ろ
そ
れ
以
上
の
激
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
「
予
」
の
み
な
ら

ず
「
吾
道
」
ま
で
も
が
窮
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
絶
望
的
と
も
言
え
る
孔
子
の
苦
し
み
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
、

こ
の
伝
文
の
先
で
は
「
楽
発
舜
士
道
」
と
「
侯
後
鞘
」
の
よ
う
に
、
一
転
し
て
楽
観
的
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
両
者
の
間
に
何
ら
か
の

断
絶
が
あ
る
と
考
え
て
無
理
は
無
い
の
で
は
な
い
か
。

　
加
え
て
、
「
尭
舜
霊
知
君
子
」
と
い
う
こ
と
ば
に
見
ら
れ
る
予
言
的
色
彩
、
識
量
説
に
も
繋
り
か
ね
な
い
「
尭
舜
に
よ
る
『
春
秋
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
作
の
予
知
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
公
羊
伝
自
体
に
は
凡
そ
見
ら
れ
な
い
思
想
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
は
、
本
稿
の
内
容
か
ら
は
い
さ
さ
か
外
れ
る
が
、
公
岩
伝
末
章
の
成
立
並
に
思
想
が
、
他
の
公
羊
伝
の
伝
文
と
は
異
な
っ

た
何
者
か
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
、
従
っ
て
、
公
羊
伝
と
孟
子
と
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
末
章

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
の
伝
文
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
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公
羊
伝
と
孟
子
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
最
も
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
前
に
挙
げ
た
，
『
孟
子
』
廻
心
下
の
所
謂
「
王
者
之
　
憶
章
」

で
あ
る
。
こ
の
章
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
公
全
労
に
全
く
よ
く
似
た
伝
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
。

　
　
春
秋
之
信
史
也
、
其
四
則
斉
桓
三
文
、
其
会
則
主
会
者
為
之
也
。
其
詞
立
干
有
罪
焉
爾
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
公
十
二
年
・
公
羊
伝
）

　
こ
の
公
羊
伝
伝
文
が
、
前
記
の
『
孟
子
』
の
「
其
事
則
斉
桓
諺
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
日
、
其
義
則
丘
矯
取
之
　
」
・
め
文
と
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「
春
秋
之
信
史
也
」
は
「
其
文
則
史
」
に
、
　
「
其
序
貿
管
桓
構
文
」
は

「
其
事
則
斉
桓
晋
文
」
に
「
其
附
則
丘
有
罪
運
気
」
は
「
孔
子
日
、
其
義
則
丘
矯
取
之
　
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
こ
の
伝
文
が

孟
子
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
影
響
下
に
あ
る
か
は
、
こ
の
伝
文
の
前
に
続
く
部
分
も

合
わ
せ
て
見
て
み
ね
ば
な
ら
な
い
。



　
十
有
二
年
、
春
、
斉
高
偶
旧
師
納
北
燕
伯
干
陽
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
公
十
二
年
・
経
）

　
三
三
三
者
何
。
公
子
陽
生
也
。
子
日
、
我
乃
知
之
　
。
軍
側
豊
玉
、
子
荷
知
之
、
何
以
細
革
。
日
、
如
爾
所
不
知
何
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
公
羊
伝
）

　
即
ち
、
こ
の
伝
馬
で
は
、
「
伯
干
陽
」
が
実
は
「
公
子
陽
生
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
、
孔
子
は
知
っ
て
い
な
が
ら
改
め
な
か
っ
た
、

と
い
う
理
由
付
け
と
し
て
、
「
春
秋
二
信
号
也
」
と
い
う
こ
と
ば
が
引
か
れ
て
く
る
訳
で
あ
る
。
「
山
蔓
」
な
る
が
故
に
、
孔
子
も
そ
の

字
句
を
改
め
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
改
め
は
し
な
か
っ
た
が
、
「
其
詞
則
丘
有
罪
焉
爾
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
字
句

に
つ
い
て
は
孔
子
（
丘
）
が
責
任
を
持
つ
、
誤
り
も
ま
た
責
任
を
負
う
。
『
孟
子
』
に
於
い
て
は
「
其
義
」
、
春
秋
の
義
に
の
み
孔
子
は

関
係
を
主
張
し
て
い
た
が
、
公
宣
伝
に
於
い
て
は
「
其
詞
」
、
春
秋
の
字
句
に
つ
い
て
も
孔
子
は
責
任
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
興
味
深
い
点
で
あ
る
が
、
本
論
の
内
容
か
ら
は
外
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
追
求
し
な
い
。

　
こ
の
王
者
之
　
濡
雪
に
つ
い
て
、
山
田
琢
氏
は
、
「
其
事
」
「
其
文
」
「
其
事
」
の
三
点
に
整
理
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
「
『
義
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
『
史
』
を
超
越
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
…
…
こ
こ
に
春
秋
経
学
の
立
場
が
成
立
す
る
」
と
孟
子
の
春
秋
学
へ
の
洞
察
を
示
し
て
お

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
同
様
に
公
羊
赤
塗
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
其
序
」
「
其
会
」
「
国
詞
」
の
三
点
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
孟
子
に
見
ら
れ
た
「
超
越
」
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
構
成
は
、
成
程
よ
く
似
て
は
い
る
が
、

内
容
は
、
孟
子
の
春
秋
学
を
承
け
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
加
え
て
、
公
羊
伝
の
「
伯
干
陽
」
な
る
者
は
、
他
の
穀
梁
・
左
氏
の
二
伝

を
見
る
な
ら
ば
、
凡
そ
見
当
違
い
の
伝
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
三
者
、
内
不
受
也
。
燕
伯
之
不
名
何
也
。
不
以
高
催
摯
燕
伯
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
三
三
伝
）

　
十
二
年
。
春
。
斉
高
便
納
北
燕
伯
款
干
唐
。
因
其
衆
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
左
回
伝
）

　
穀
梁
・
玉
響
に
依
れ
ば
、
「
北
燕
の
伯
干
陽
」
で
は
な
く
「
北
編
垂
」
で
あ
る
。
こ
の
稿
は
、
唱
三
略
の
比
義
を
試
み
ん
と
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
の
伝
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
穀
梁
・
左
氏
の
伝
義
の
方
が
よ
り
筋
の
通
っ
た
重
字
で
あ
る
か
と
思
え
る
。
加
え
て
、
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公
愚
息
の
記
文
は
意
味
が
通
じ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
字
句
の
誤
り
を
知
り
な
が
ら
訂
正
せ
ず
、
そ
の
理
由
が
「
春
秋
崇
信
史
也
」

で
あ
り
、
更
に
「
其
雪
渓
丘
有
罪
焉
爾
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
、
誤
り
に
誤
り
を
重
ね
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
極
言
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
「
春
秋
之
信
史
也
」
以
下
は
、
本
来
の
公
羊
青
蝿
義
の
誤
り
を
糊
塗
す
る
た
め
に
、
『
孟
子
』
王
者
之
　
三
章
の
一
部
を

援
用
し
、
伝
文
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
手
を
加
え
、
更
に
そ
の
前
段
か
ら
続
け
て
「
子
日
」
に
ま
と
め
、
孔
子
に
引
き
あ
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
権
威
付
け
を
謀
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
ま
で
可
能
な
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』
を
援
用
と
は
言
っ
た
が
、
孟
子
の
春
秋

学
の
直
接
の
影
響
下
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
廻
文
の
よ
う
な
構
成
の
み
の
援
用
に
終
わ
り
、
孟
子
春
秋
学
の
神
髄
を
何
処
か
に
置
き
忘

れ
た
よ
う
な
用
い
方
を
す
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
寧
ろ
、
「
事
・
序
」
「
農
会
」
と
い
っ
た
字
句
の
異
同
を
こ
そ
看
過
す
る
こ

と
な
く
眺
め
る
な
ら
ば
、
孟
子
の
影
響
を
直
接
に
は
強
く
被
っ
て
い
な
い
者
の
仕
業
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三

　
次
に
は
『
孟
子
』
中
で
『
春
秋
』
に
言
及
t
て
い
る
今
一
つ
の
例
、
尽
心
身
の
「
春
秋
に
義
戦
無
し
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
章
は
二
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

O
春
秋
無
義
戦
。
彼
善
於
此
則
有
之
　
。

口
征
者
上
伐
下
也
、
敵
国
不
相
征
也
。

　
ま
ず
口
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
段
は
「
征
」
と
い
う
字
の
用
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
『
征
』
と
は
上
が
下
を
伐
つ
こ
と

で
あ
り
、
対
等
な
国
同
士
の
場
合
は
用
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
春
秋
』
の
一
字
一
句
目
「
義
」
を
見
出
だ
そ

う
と
す
る
姿
勢
は
、
特
に
公
羊
・
穀
梁
諌
止
に
顕
著
な
姿
勢
で
あ
る
が
『
孟
子
』
の
「
征
」
説
は
、
ま
さ
に
そ
の
嗜
矢
と
す
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
で
は
『
春
秋
』
で
は
「
征
」
字
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
『
春
秋
』
で
は
経
文

に
於
い
て
「
征
」
字
が
一
度
た
り
と
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
孟
子
の
「
征
」
説
が
『
春
秋
』
の
経
文

の
検
討
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
実
証
的
な
体
例
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
と
同
時
に
、
O
口
の
文
を
関
連
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
「
義

一1
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戦
」
な
る
も
の
が
「
上
三
下
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
も
表
し
て
い
る
。

　
公
羊
伝
は
編
上
に
天
子
無
く
、
下
に
方
手
無
し
」
と
－
の
時
代
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
「
天
子
」
は
も
と
よ
り
「
左
上
」
も
存
在
し
な

い
な
ら
ば
『
孟
子
』
の
「
上
下
を
伐
つ
」
「
義
戦
」
唱
も
ま
た
存
在
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
公
羊
伝
に
於
け
る
「
征
」
の
用
法
は
二
例
あ

る
。
そ
の
一
は
斉
桓
公
を
疑
す
る
際
、
周
公
の
例
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
者
周
回
東
征
則
西
国
怨
、
西
征
則
東
国
怨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
四
年
・
公
三
三
）

　
主
公
は
天
子
で
は
な
い
が
、
古
の
賢
者
で
あ
り
、
彼
が
「
征
」
・
す
る
こ
と
に
は
決
し
て
不
都
合
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
孟
子
の

「
征
」
説
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
う
一
例
は
、
斉
髪
上
と
と
も
に
五
覇
に
数
え
ら
れ
る
宋
嚢
公
に
対
し
て
で
あ
る
。

　
五
月
。
戊
寅
。
旧
師
及
旧
師
戦
干
甑
。
斉
師
敗
績
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
十
八
年
・
経
）

　
戦
不
言
伐
。
此
許
言
伐
何
。
菅
公
与
伐
而
不
与
戦
。
故
言
説
。
春
秋
、
伐
者
為
客
、
半
者
藩
主
。
局
為
不
使
斉
主
之
。
与
裏
公
之
征

　
斉
也
。
易
為
与
嚢
公
之
征
斉
。
桓
公
死
、
監
刀
・
易
牙
貢
挙
不
葬
。
為
書
藁
葺
之
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
公
羊
伝
）

　
公
羊
伝
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
世
に
「
中
館
の
仁
」
と
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
宋
裏
公
を
「
賢
」
と
し
て
崇
敬
す
る
、
と
い
う

点
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
裾
裏
公
が
斉
を
伐
っ
た
こ
と
に
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
「
征
」
字
を
用
い
て
い
る
。
公
羊
伝
は
、
宋
嚢
・

公
に
「
文
王
の
戦
い
と
錐
も
、
ま
た
こ
れ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
」
（
前
出
）
と
、
こ
れ
以
上
は
無
い
と
い
う
賞
讃
の
辞
を
捧
げ
て
い
る
訳

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
征
」
字
を
用
い
て
い
る
と
い
う
の
も
、
決
し
て
故
無
し
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
公
羊
伝
に
於
い

て
は
、
孟
子
の
「
征
」
説
に
従
い
な
が
ら
も
、
『
春
秋
』
に
義
戦
を
（
一
例
の
み
で
は
あ
る
が
）
認
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
穀
梁
伝
を
見
て
み
る
な
も
ぱ
、
二
例
あ
る
。

O
桓
公
日
、
昭
王
南
征
不
反
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
四
年
・
穀
梁
伝
）

⇔
古
者
、
被
甲
嬰
胃
非
以
興
国
也
、
則
以
三
無
道
也
。
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（
僖
公
二
十
二
年
・
穀
梁
伝
）

　
二
例
と
も
に
、
孟
子
の
「
征
」
説
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
「
無
義
戦
」
説
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
も
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
左
層
化
は
、
そ
の
用
法
の
多
く
は
征
役
を
指
す
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
会
話
文
に
於
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
左
皆
伝

自
体
の
評
価
と
し
て
は
「
征
」
字
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
事
か
ら
判
断
す
る
に
、
孟
子
の
「
征
」
説
に
は
公
羊
伝
の
み
な
ら
ず
、
三
世
共
通
し
て
従
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
「
春
秋

無
義
戦
」
説
に
つ
い
て
は
、
公
羊
伝
の
み
は
宋
裏
公
の
場
合
に
限
っ
て
従
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
穀
梁
伝
が
「
為
人
君
而
棄
其
師
、

其
雪
乞
以
為
善
哉
」
（
僖
公
二
十
三
年
伝
）
と
口
を
極
め
て
罵
り
、
左
氏
伝
も
「
子
楽
日
、
君
未
知
戦
」
（
同
年
伝
）
と
宋
裏
公
に
否
定

的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
全
く
対
照
的
で
あ
る
冷
，

四

　
以
上
、
孟
子
の
春
秋
説
と
公
羊
伝
と
の
対
比
を
見
て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
公
羊
伝
が
孟
子
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
確
実
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
影
響
は
決
し
て
直
接
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
春
秋
観
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
に
類
似
し
た
点
が
多
い
こ
と
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

は
、
先
に
挙
げ
た
『
孟
子
』
王
者
之
　
憶
章
と
『
公
羊
伝
』
昭
公
十
二
年
伝
で
あ
る
が
、
・
そ
の
他
に
も
数
々
見
う
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。　

賢
者
什
一
而
籍
。
古
者
易
為
什
一
而
籍
。
什
一
者
天
下
之
中
正
也
。
多
至
当
一
、
大
畑
・
，
小
早
。
・
寡
乎
什
一
、
大
蒲
・
小
盾
。
什
一

　
者
天
下
之
中
正
也
。
圃
什
一
行
、
而
頒
声
作
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宣
公
十
五
年
・
公
羊
伝
）

　
夏
后
氏
五
十
而
貢
、
股
人
七
十
而
助
、
周
人
百
畝
旧
誼
、
其
実
皆
什
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
子
噂
藤
文
公
上
）

　
白
余
日
、
吾
欲
二
十
点
取
一
、
何
如
。
孟
子
日
、
子
之
道
絡
道
也
、
…
…
欲
軽
之
早
発
舜
之
道
者
、
大
絡
・
小
誌
也
。
欲
重
之
於
尭
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舜
之
道
者
、
大
桀
・
小
桀
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
告
子
下
）

　
前
者
の
公
羊
聖
岳
が
、
後
二
者
の
『
孟
子
』
の
文
を
併
せ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
佐
川
修
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

　
⑫

あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
類
似
は
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
よ
り
も
、
内
容
を
検
討
し
て

み
る
な
ら
ば
差
異
の
明
ら
か
な
例
の
方
が
、
よ
り
目
立
つ
か
の
よ
う
で
あ
る
。
王
者
之
　
熔
章
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
「
周
公
東
征
則
西
国
怨
、
西
征
則
東
国
怨
」
（
前
出
）
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
は
言
え
る
。

　
孟
子
対
日
…
…
三
日
、
湯
一
征
自
葛
始
、
天
下
信
之
。
東
面
而
嚢
虫
夷
怨
、
南
面
上
筆
北
独
尊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
子
・
梁
恵
臣
下
）

　
（
孟
子
）
日
、
…
…
湯
始
征
自
葛
載
、
十
一
征
而
無
敵
聖
天
下
。
東
面
鞍
懸
西
夷
怨
、
南
面
而
葦
北
狭
怨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
膝
文
三
下
）

　
孟
子
日
、
…
…
国
君
好
仁
、
天
下
無
敵
焉
。
南
面
而
征
北
独
怨
、
東
面
而
征
西
夷
怨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
尽
心
下
）

　
『
孟
子
』
も
『
公
羊
伝
』
も
、
表
現
は
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ
る
が
、
決
定
的
な
違
い
と
し
て
は
、
『
孟
子
』
は
尚
書
の
引
用
（
聖
書
・

仲
下
之
詰
、
但
し
偽
古
文
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
下
瓦
の
事
跡
と
し
て
用
い
て
お
り
、
他
に
引
き
当
て
て
は
い
な
い
の
に
対
し
て
、

『
公
羊
伝
』
畠
で
は
周
公
に
引
き
当
て
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
承
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
層
同
時
に
『
公
羊
伝
』
に
詩
書
か
ら
の
引
用
が

稀
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
『
公
羊
伝
』
作
者
が
ど
の
程
度
詩
書
を
身
に
付
け
て
い
た
の
か
、
と
の
疑
問
も
生
じ
る
。
孟
子
が
度
々

詩
書
を
引
用
し
て
自
説
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
公
羊
伝
』
に
於
け
る
そ
れ
は
、
史
書
の
伝
で
あ
る
と
の
性
格
の
故
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
少
な
い
と
の
印
象
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
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五

　
更
に
公
羊
伝
と
孟
子
と
の
違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
斉
桓
公
の
事
跡
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る
。
孟
子
は
「
五
三

は
三
王
の
罪
人
な
り
」
と
、
覇
道
を
否
定
し
、
「
仲
尼
の
徒
に
は
、
桓
・
文
の
事
を
道
う
者
無
し
」
（
梁
聖
王
上
）
と
言
う
も
の
の
、
全

く
斉
桓
公
を
認
め
な
い
わ
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
告
子
下
篇
に
は
孟
子
の
古
学
公
に
対
す
る
評
価
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
覇
白
月
鰐
革
。
葵
丘
之
会
、
諸
侯
束
牲
載
書
、
而
不
挽
回
。
初
命
日
、
誹
不
孝
、
無
易
樹
子
、
無
量
至
尊
妻
。
再
命
日
、
聖
賢
育

　
才
、
以
彰
有
徳
。
三
命
日
、
敬
老
慈
幼
、
無
事
厚
身
。
四
命
日
、
目
無
世
官
、
官
事
無
摂
、
取
士
必
得
、
無
専
殺
大
夫
。
五
命
日
、

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
コ

　
無
曲
目
、
無
遇
羅
、
無
品
封
而
不
告
。
日
、
凡
我
同
盟
之
人
、
既
盟
之
後
、
言
詮
干
好
。
今
寺
諸
侯
、
皆
犯
此
五
禁
。
忌
日
、
今
之

　
諸
侯
五
覇
之
罪
人
也
。

　
五
覇
の
筆
頭
と
し
て
再
思
公
を
挙
げ
、
そ
の
代
表
的
事
業
と
し
て
上
上
の
会
盟
が
挙
げ
ら
れ
、
会
盟
で
の
禁
令
が
述
べ
ら
れ
る
。
故

に
曰
く
、
今
の
諸
侯
は
五
覇
の
罪
人
な
り
と
、
今
の
諸
侯
に
比
較
し
て
、
斉
露
華
に
は
遥
か
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
斉
忍
目
を

評
価
す
る
点
で
は
公
羊
伝
も
同
様
で
あ
り
、
斉
桓
公
を
賢
者
と
し
て
称
揚
す
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
の
葵
丘
の
会
盟
に
つ
い
て
の
評

価
が
孟
子
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
葵
丘
之
會
、
桓
公
震
而
衿
之
、
叛
者
九
国
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
九
年
・
公
三
三
）

　
葵
丘
の
会
盟
は
、
桓
公
が
お
ご
り
を
見
せ
た
会
盟
で
あ
り
、
桓
公
転
落
の
初
と
公
羊
伝
は
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
孟
子
が
評
価
し
た
の
は
会
盟
で
の
誓
文
の
内
容
で
あ
っ
て
、
公
岩
伝
と
は
評
価
の
対
象
が
異
な
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
葵
丘
の
会
盟
自
体
に
対
す
る
評
価
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
公
羊
伝
で
は
、
孟
子
が
葵
丘
の
会
盟
の
誓
文
と
し
て
挙
げ
た
語
と
同
℃
誓
文
が
陽
穀
の
会
盟
と
し
て
見
ち
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
桓
公
営
、
無
葛
谷
、
無
貯
粟
、
無
易
樹
子
、
無
以
妾
為
妻
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
三
年
・
公
羊
伝
）
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こ
の
こ
と
は
二
つ
の
結
論
を
導
き
出
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
っ
　
つ
は
、
斉
背
甲
の
会
盟
に
於
け
る
誓
い
の
内
容
が
よ
り
確



実
に
わ
か
る
、
そ
し
て
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
会
盟
に
於
け
る
誓
い
の
内
容
億
大
段
同
じ
よ
う
な
も
の
で
み
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
誓
文
の
内
容
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
評
価
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
い
た

伝
承
の
経
路
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
》
つ
ま
り
テ
キ
ス
ト
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
ご
で
穀
梁
伝
・
左
氏
伝
の
砂
丘
の
会
に
対
す
る
評
価
を
見
て
み
る
と
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　

　
葵
丘
之
盟
、
陳
牲
而
不
殺
、
読
書
加
干
堂
上
、
一
日
天
子
之
禁
。
日
、
母
上
泉
、
母
重
殺
、
母
易
樹
子
、
母
朝
臣
為
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
使
婦
人
与
国
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僖
公
九
年
・
穀
梁
伝
）

　
秋
、
斉
侯
盟
諸
侯
蒲
葵
丘
。
日
、
凡
我
同
盟
曲
人
既
盟
之
後
、
言
帰
還
好
。
壁
上
先
帰
、
遇
晋
侯
日
、
可
無
業
也
。
斉
侯
不
務
徳
而

勤
遠
略
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
・
左
氏
伝
）

　
糾
い
の
内
容
は
何
れ
も
孟
子
と
共
通
し
て
い
る
が
ふ
評
価
に
関
し
て
は
、
孟
子
と
穀
梁
伝
は
賞
讃
し
、
公
座
視
と
左
氏
伝
は
批
判
的

で
あ
る
。

一2
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結
　
び

　
春
秋
学
の
祖
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
孟
子
で
あ
り
、
公
羊
伝
が
そ
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
・
然
し
な

が
ら
（
両
者
の
春
秋
観
を
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
公
羊
伝
が
孟
子
の
春
秋
説
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
受
け
継
い
だ
と
考
え
る
に
は
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
、
公
羊
伝
の
春
秋
観
は
、
孟
子
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
独
自
の
春
秋
観
を
確
立
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
葵
丘
の
会
盟
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
’
用
い
る
テ
キ
ス
ト
も
ま
た
孟
子
と
は
異
な
る
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
本
論

で
は
思
想
内
容
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
九
が
、
思
想
面
で
も
公
羊
歯
が
孟
子
の
直
接
的
影
響
下
に
は
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
公
羊
伝
は
数
々
「
賢
者
の
為
に
詳
む
」
と
称
し
て
、
「
賢
者
」
を
得
し
て
直
書
す
る
こ
と
を
避
け
る
。
「
賢



者
」
と
さ
れ
る
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
最
も
用
例
が
多
い
の
は
「
譲
国
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
譲
国
の
賢
者
の
う
ち

に
は
、
郷
音
叔
術
（
昭
公
三
十
一
年
）
の
よ
う
に
、
経
文
と
は
直
接
関
係
な
く
、
ま
た
譲
国
の
事
情
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
た
だ

「
賢
者
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
公
髪
長
が
い
か
に
「
譲
国
」
を
重
ん
じ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
は
孟
子
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
孟
子
も
、
例
え
ば
尭
舜
は
重
ん
じ
る
訳
で
あ
る
が
、
譲
国
の
賢
者
で
あ
る
か
ら
、

と
い
う
立
場
で
雷
撃
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
公
羊
伝
の
思
想
を
考
え
て
い
く
上
で
無
視
で
き
な
い
一
面
で
あ
る
。

　
で
は
公
羊
伝
の
思
想
は
何
処
よ
り
来
た
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
る
が
、
一
つ
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
孔
子
に
「
文
学
は
子
游
・
子
夏
」
と
称
せ
ら
れ
た
子
夏
と
の
関
係
で
あ
る
。
後
漢
の
載
宏

が
そ
の
『
解
疑
論
』
で
・
「
三
夏
伝
与
公
羊
高
…
…
」
（
『
公
羊
三
聖
』
子
忌
）
と
、
子
夏
始
祖
説
を
唱
え
る
以
前
か
ら
、
子
夏
と
『
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

秋
』
を
結
び
つ
け
て
言
う
こ
と
が
屡
々
あ
っ
た
。
全
く
故
無
き
こ
と
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ま
た
、
愛
子
乏
の
閑
係
遊
指
摘
す
る
説
も
あ
り
、
様
々
癒
思
想
が
可
成
り
の
時
間
を
か
託
て
蓄
積
し
て
い
っ
た
も
の
が
公
羊
伝
の
思

想
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
考
え
る
め
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
は
思
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

注
①
　
佐
川
修
氏
が
「
．
『
春
秋
公
羊
伝
』
源
流
考
」
馳
（
『
春
秋
学
論
考
』
）
に
於
い
て
、
「
『
公
羊
伝
』
は
孟
子
の
正
統
を
承
け
」
て
い
る
と
論
じ
、
山
田
琢

　
　
氏
が
「
孟
子
の
「
王
者
之
　
熔
」
．
章
の
解
釈
に
つ
い
て
」
（
『
春
秋
学
の
研
究
』
）
に
於
い
て
「
公
羊
伝
の
伝
義
が
孟
子
を
承
け
て
い
る
」
と
論
じ
て

　
’
、
お
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
』
端
で
あ
る
。

②
．
≒
公
都
子
章
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
論
で
は
そ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
本
意
で

　
　
は
な
い
の
で
、
－
比
論
の
最
大
公
約
数
的
な
理
解
に
止
ま
っ
た
。
参
考
に
し
た
論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
．
渡
辺
卓
氏
「
春
秋
著
作
説
話
の
原
形
」

　
’
（
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
』
）
、
白
原
利
国
氏
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
（
一
、
春
秋
学
の
成
立
）
、
佐
川
修
氏
「
春
秋
・
春
秋
義
・
春
秋
義
例
」

　
　
（
前
掲
書
）
》
近
藤
則
之
氏
「
孟
子
に
¶
お
け
る
孔
子
と
『
春
秋
』
の
関
係
」
　
（
九
州
中
国
学
会
報
第
二
十
八
巻
）

　
③
、
荘
公
四
年
、
僖
公
元
年
、
僖
公
二
年
、
僖
公
十
四
年
、
宣
公
十
一
年
。

　
④
こ
」
こ
の
「
君
子
」
、
が
『
春
秋
』
制
作
者
を
指
し
、
即
ち
孔
子
を
指
す
、
’
と
い
う
の
は
定
説
で
あ
り
、
山
田
琢
氏
も
，
「
春
秋
三
伝
に
お
け
る
君
子
の

　
　
用
例
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
）
の
中
で
「
君
子
」
の
用
例
を
挙
げ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
藤
則
之
氏
が
前
掲
論
文
の
中
で

　
　
「
な
ぜ
「
君
子
」
で
は
な
く
、
明
確
に
「
孔
子
」
愛
し
く
は
「
子
」
と
呼
ば
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
の
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
そ
の

一2
1

一



　
疑
問
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
公
羊
伝
が
あ
る
一
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
山
田
琢
氏
「
公
羊
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」
・
（
前
掲
書
）
、
日
原
利
国
氏
（
前

　
掲
書
）
の
指
摘
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
筆
者
は
、
本
論
で
言
う
公
羊
伝
末
章
が
、
他
の
伝
義
よ
り
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

　
え
る
。
、

⑥
　
　
『
史
記
』
高
祖
本
紀
，

⑦
「
『
春
秋
公
三
三
』
源
流
考
」
（
前
掲
書
）
」

⑧
孟
子
も
ま
た
文
王
を
理
想
と
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
孟
子
が
理
想
と
す
る
の
は
文
意
に
限
ち
な
い
の
に
対
し
、
公
羊
伝
は
文
王
に

　
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。

⑨
漢
代
公
羊
学
の
特
徴
で
あ
る
災
異
説
・
識
緯
説
が
、
公
羊
伝
そ
れ
自
体
に
は
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
、
中
江
丑
吉
氏
「
公
羊
伝
及
び
公
羊
学

　
に
就
い
て
」
（
『
中
国
古
代
政
治
思
想
』
）
な
ど
で
屡
々
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
災
異
説
と
の
結
び
つ
き
は
苫
田
籠
よ
り
始
ま
る
。

⑩
　
山
田
琢
氏
「
孟
子
め
「
王
者
之
　
熔
」
章
の
解
釈
に
つ
い
て
」
　
（
前
掲
書
）

⑪
　
同

⑫
「
『
春
秋
公
羊
伝
』
源
流
考
」
．
（
前
掲
書
）

⑬
．
「
公
羊
伝
義
の
師
匠
達
が
男
子
学
風
の
継
承
者
で
あ
っ
た
ら
う
と
は
推
測
で
き
る
」
（
中
江
丑
吉
前
掲
論
文
）

一2
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「


